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平成 30 年度第 10 回（H31.3.12）理事会の

会議状況や決定したことについてお知らせし

ます。 

第 9 回の理事会は、理事 9 名中 9 名が、監

事２名中 2 名が、事務局から 1 名の職員が出

席しました。 

第 10 回の議事は、報告 4 件（事業実績/業

務報告/安全就業委員会の開催結果/第 1 回役

員立候補管理委員会の開催結果）、議案 6 件

（正会員の承認/平成 30 年度第 3 回補正予算

/平成 31 年度事業計画書及び収支予算書/作

業班に関する要綱の制定/派遣職員及びセン

ター職員衛生管理規則の制定/高年齢事務局

長の雇用）、協議 1 件（出雲市シルバー人材セ

ンターの財政見通し）でした。 

事業実績等について 

2 月の受注実績(請負･委任･派遣の合計額)

は、2,120 万円でした。前年は 1,745 万円で、

前年比 121％となりました。このうち派遣業

務の実績は 773 万円となり、前年（576 万円）

に比べ増加となりました。会員数は、2 月末

日現在では、918 名(男 625 名、女 293 名)と

なり、前月より 4 名の増でした。 

安全就業委員会の開催結果について 

委員会は、第 1 回（H30.9.18）、第 2 回

（H31.1.10）、第 3 回（H31.3.6）の 3 回開催

し、実施事業の内容は次のとおりでした。 

 ①安全巡回パトロール（6 回、15 か所）②

安全就業研修会（交通安全研修）、③安全推進

大会（塩飽先生による「老いても元気に社会

参加」と題した講演、88 名参加）④安全ニュー

スの提供（事務局だよりに掲載）、⑤70 歳到

達運転会員及び 80 歳到達会員の面接（健康

面、安全面について面接し、結果はいずれの

会員も良好）⑥ヒヤリ・ハット体験の情報収

集と活用⑦シルバー保険⑧事故発生状況 

第 1 回役員立候補管理委員会の開催結果に

ついて 

 第 1 回役員立候補管理委員会（H31.3.11）

を開催し、役員選任手続きに関する通知を踏

まえた、役員立候補に関する告示（告示日：

平成 31年 3月 13日）について決定しました。 

平成 30 年度第 3 回補正予算について 

 第 3 回補正は、経常費用額を 150 万 3 千円

増額し、4 億 3517 万 8 千円とすることが決議

されました。 

平成 31 年度事業計画書及び収支予算書に

ついて 

 平成 31 年度事業計画は、「作業班の結成」

「ボランティアの日にシルバーまつり(仮称)

を開催」「地区班交付金の廃止」「作業班長会

の開催」「職員担当を地域単位から業種単位に

移行」などの事項を盛り込みました。 

 収支予算は、収支相償に基づき経常収益及

び経常費用が 3 億 3907 万 4 千円（前年度比マ

イナス 1 億 8756 万 7 千円）、一般正味財産期

首残高は、1941 万 1 千円（前年度比マイナス

1276 万 9 千円）となりました。以上について

決議され、3 月末までに県知事へ提出する予

定です。 

作業班に関する要綱の制定について 

 センター会員の共働・共助を基調に、安全

かつ適正な作業を推進するために、作業班に

関する要綱を定めることが決議されました。 

派遣職員及びセンター職員衛生管理規則の

制定について 

 この規則は、労働安全衛生法に基づき、セ

ンターの派遣会員及び職員の衛生管理につい

て必要な事項を定め、健康の保持及び増進を

図ることを目的とするものです。協議の結果、

実施にあたっては、経費が相当額見込まれる

ため、今後十分な検討が必要であるとの判断

により、本規則の決議は保留となりました。 

高年齢事務局長の雇用について 

 平成 30 年度において雇用している高見英

明事務局長は、平成 31 年 3 月 31 日をもって

雇用期間が満了することに伴ない、4 月 1 日

から引き続き雇用することが承認されました。 

 

理事会を傍聴できます 

理事会の傍聴を希望される会員は、事務局

へご連絡ください。なお、定員は 8 名です。 

定例理事会：5 月 8 日(火)(13:30-16:30 

センター会議室) 

 


